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アオスジアゲハ 

 

 最近、アオスジアゲハを頻繁に見

かけます。子供のころからなれ親し

んだ蝶なので、しばらく何とも思わ

なかったのですが、ン、まてよ、ず

いぶん久しぶりじゃないか、と考え

こんでしまいました。あまり自信は

ありませんが、三次に越してきて以

来、初めて見るような気がします。

皆さんはこれまでに見たことあり

ますか。 

 フレントリ館においてある昆虫の標本箱には、ほかのアゲハ類はそろってい

るのに、アオスジアゲハだけがありません。実際、ダム工事前の、1980 年代の

調査では、アオスジアゲハが記録されていません。ただし、90 年代の学術調査

団による調査では、記録されていました。おそらく、灰塚近辺では少ない蝶な

のでしょう。 

 アオスジアゲハの幼虫がクスノキの葉を食べて育つことは、よく知られてい

ます。クスノキは、この辺では見かけたことがありません。疑問に思い、イン

ターネットで調べてみたら、クスノキ科の植物ならけっこういろいろ食べるよ

うで、「庭のゲッケイジュに産卵しました」というページも出てきました。灰塚

近辺に自生するクスノキ科の植物としては、シロダモやヤマコウバシなど、数

種類があるので、アオスジアゲハがいても不思議ではないのでしょうが、南方

系の蝶なので、標高が高くなるにしたがって少なくなるようです。 




